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ボトムアップからの転換を目指して
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ジェックさんの50周年記念イベントに参加させていただき､光栄

でございます｡組織に対するコンサルティングを業とする世界で50

年もの長期にわたって活動を続けられてきたことに感動しています。

私は｢グループ.ダイナミックス(集団力学)｣と呼ばれる領域で研

究してまいりました｡すべての人間は集団の中で生まれ生きていきま

す｡そこで､｢グループ･ダイナミックス｣は｢集団との関わりを通して

人間を理解する｣ことを目的にさまざまな研究を進めているのです。

そのために､集団における人間行動と､それを生み出す法則を発

見し､その結果を｢実践に生かす｣ことを大事にします｡私自身は｢実

践｣にウエイトを置いていて､法則の発見にはこだわっていません

そもそも人間の行動を自然科学の法則と同じレベルで説明する

ことはできないのです｡例えば､人工衛星やスペースシャトルなど

は物理法則に基づいて飛ばしているわけです｡その際に打ち上げ

をする国の政治や経済体制､さらには人種や価値観の違いは関係

ありません｡そこには｢普遍的法則｣が働いています｡しかし､人間の

行動を｢普遍的法則｣によって説明することは不可能なのです。

ところで､私は人間の行動を｢集団の化学｣として見ることをお勧

めしています｡例えば酸素原子は鉄や銅､水素､炭素など､さまざま

な原子と結びついて分子を構成します｡その際､一緒になる原子に

よって､爆発物になったり､触媒になったり､さらにも猛毒のガスに

なったりします｡しかし酸素原子そのものは何も変わっていないわ

けです｡つまりは相手次第でその性質や振る舞いが変わってしまう

のです

酸素と水素原子が結合した水の分子H20を考えてみましょう。

この場合も水素と酸素原子そのものが変わることはありません。し

かし､周囲の温度によって､そのI性質は大いに変化します。氷点下

では氷になり､常温近くでは水に､さらに沸騰して水蒸気にもなる

のです。

水を人間の行動に置き換えて考えることができます｡個人として

はまったく変わりがないのに､環境や状況によって集団の行動は

変わるのです｡ある条件下では冷静､あるいは冷徹になる｡また､柔

軟性を見せたり､ときには興奮したり､攻撃することもある｡このよ

うに､人間の行動を化学的な視点から分析していくことができるの

ではないか｡私はそれによって人間を理解し､元気で安全な職場づ

くりができると考えているのです｡

さて､私の仕事は大きく2つに分けられます。

その1つは｢リーダーシップ･トレーニング｣です｡私の恩師は故三

隅二不二先生です(元九州大学教授､大阪大学名誉教授)｡先生は

わが国におけるリーダーシップ研究の第一人者でいらっしゃいま
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す｡私はそのご指導を受けながら､リーダーシップや対人関係､さら

にコミュニケーションスキルの改善と向上を目指すトレーニングを

開発･実践する研究を進めてまいりました。

そして､私は20代の半ばに運命的な出会いをしました｡それは

1970年代に実施された三菱重工業長崎造船所における事故防止

のプロジェクトです｡そこでは､グループ･ダイナミックスを使って、

監督者のリーダーシップの改善を目指したトレーニングと現場に

おける全員参画運動が展開されました｡その結果､事故が激減した

のです。

それは今から40年以上前のことですが､私は最年少のメンバー

として参加することができました｡その際の感動とおもしろさ､そし

て衝撃を忘れることができません｡造船所でインタビュー調査をす

るのですが､私はピカピカの作業服とヘルメット､長靴を身につけて

出かけます｡その現場では､真夏の太陽で焼けつく鉄板を溶接した

り､タオルをマスクのようにして塗料を塗っていたりしている方がお

られるのです｡そんな方々が調査会場ではヘルメットを取られます。

すると､私と同じ年齢の若者もいらっしゃることがわかるわけです。

このとき私は｢この国には人を食べさせている人と､食べさせて

もらっている人がいる｡そして自分は食べさせてもらっている方に

入っている人間だ｣と気づいたのです｡私にとってそれは衝撃でし

たが､同時にこうした方々への感謝の気持ちが湧いてきました｡こ

の体験を原点にして､私はこれまで生きてきたつもりでおります。

そして｢リーダーシップ･トレーニング｣が私のライフワークになっ

たのです。

私の仕事のもう一つは｢組織における事故防止｣です｡フェイル

セーフの装置が完備していても事故は起こり得ます｡その典型的

な例は、1999年に発生した臨界事故です｡あの時はフェイルセー

フの装置があって､その使用によって臨界事故は防止できるはず

でした｡しかし､それが使われなかったのです。そこには納期の問題

などいろいろなことがあって､バケツを使っていたことが明らかに

なりました｡このように､目の前にフェイルセーフの装置があっても

事故は起きてしまうのです｡安全にはハードウエアの整備が必要

ですが､｢言いたいことが言える」｢言ったら聞いてもらえる｣といっ

た職場の文化が欠かせないのです｡私はこうした人間的な側面に

焦点を当てて研究をしています。

ところで私は､組織を変革するために｢PHSJ(Peace、Happi-

ness&Health、Safety&Smile)の重要性を指摘してきました。

真鍋社長は｢自分たちが楽しむこと｣を強調されていました｡私も

同感です｡それは組織の中にスマイルを増やすことにつながると思






